
 
 

顧問会議意見 
 

① 顧問会議は、鳥取県から付託を受け、島根２号炉の新規制基準適合
性審査の内容等について、専門的観点から審議を行った。 

 
② 原子炉施設の稼働は、安全を第一義に行われるべきものであること
から、福島第一原発事故の教訓を踏まえて策定された新規制基準に適
合していることによる「安全性」の確認がまずもって求められる。 

 
③ 原子力規制委員会による島根２号炉の審査は約７年９カ月に及び、
その内容は広範かつ高度に専門的である。顧問会議では、審査の申請
が行われた 2013 年以降、会議を 12 回開催し、国及び中国電力から新
規制基準への対応や安全対策の取組等について説明を受け、各顧問が
それぞれの専門分野から抽出した論点について、審査内容を慎重に確
認した。 
 

④ また、現地視察を実施し、フィルタベントや原子炉冷却設備・注水設
備などシビアアクシデント対策、地震や津波、竜巻といった自然現象
への対策をはじめ、鳥取県等が対応を求めた汚染水対策工事、中国電
力の自主的な安全対策設備など、島根２号炉の安全性向上の取組につ
いて確認を行った。 
 

⑤ これにより、顧問会議は、島根２号炉の新規制基準の各事項につい
て、原子力規制委員会による最新の科学的・専門技術的知見に基づく
厳正な審査が行われ、顧問が専門的観点から抽出した論点について、
適切な対策が講じられ、中国電力の自主的な安全対策により、島根２
号炉の安全性を確保するために必要な対策が講じられていることを確
認した。 

 
⑥ なお、規制要求を満足することは当然のことであり、引き続き最新
の科学的・技術的知見を適切に取り入れて、安全性向上に努めること、
さらに安全対策の信頼性を高め、機器の冗長化や機器間の従属性等を
考慮した設計を行うこと、緊急時の予測困難な事態にも対応できるよ
う人材育成を進めることを求める。 

 
⑦ 最後に、原子炉施設の稼働においては、地域住民の信頼が何よりも
重要である。中国電力に対しては、協力会社を含めた社員一人ひとり
が常に安全を第一に考え、地域住民に安心していただけるよう、原子
力安全文化の醸成に努め、住民等へのわかりやすい説明と積極的な情
報公開を行うことを求める。 
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